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MANAGEMENT

の対象である部下は、一人ひとりが個性のあ
る生身の人間です。10人の部下がいれば、
10通りの部下育成アプローチが存在してし
かるべきです。さて、これだけ部下育成の困
難さを並べられたら、部下育成を諦めたくな
りましたか？ 否、だからこそ、うまく部下
育成ができる、多くの組織から必要とされる
ような貴重な存在になってやろうと思えてき
ましたか？
　昨年度は、「人材育成12カ月」と題して人
事パーソンのお役に立てたら……という思い
で書かせていただきましたが、今年度は、現
場の最前線で部下育成をしながら成果創出に
邁進しているラインの管理職の方のお手伝い
をするために綴ります。あなたが、かけがえ
のない上司となる一助になれば幸いです。

「チャンスは準備した者だけが掴むことが
できる」� （パスツール）

OJTの基本は山本五十六節

　OJT（On the Job Training=職場内教育）
に対してOJD（On the Job Development=
職場内能力開発）という言葉があります。
1990年代に「学習する組織論」という考え

部下育成は、自分の分身をつくることではなく、自分を
超える存在を育むことである。とはいえ、多くの企業で
は、「人を育むことができる人」が不足している状況だ。
そこで今月から１年にわたり、部下育成のプロとなるた
めのポイントを解説する。
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「背中で教える」はもう古い、
いまどきの現場育成

新連載【部下育成にもっと自信がつく12ヵ月】

自分を超える存在を育むことが
部下育成

　上司が自分以上に仕事をできる部下育成が
できなければ、組織は年々衰退します。私は
これまで、人事コンサルタントとして数多く
の顧問先を支援し、年間200本以上の人材育
成に関する研修を行ってきました。その経験
から、１つ言えることがあります。それは、
上司が自分以上に仕事をできる部下育成がで
きなければ、組織は年々衰退するというこ
と。部下育成は、自分の分身をつくることで
はなく、自分を超える存在を育むことです。
　とはいえ、組織では、人を育む前に「人を
育むことができる人」が不足している状況で
す。ですから、部下育成は簡単なことではな
いに違いありません。そのうえ、職場環境は
大きく変わってきています。仕事の在り方や

産業構造が変わった
今、「背中を見て育て」
と言っても、それは時
代錯誤です。何より、
部下育成にマニュアル
は存在しません。こう
すれば必ず部下が育
つ、という絶対的な方
法はありません。育成
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方が流行したことがあって、
その時に出てきたのがOJDと
いう概念です。
　まずは、OJTとOJDについ
て考えていきましょう。まず今
号はOJTを取り扱います。OJT
の基本を見事に表現しているの
が山本五十六の言葉です。

やって見せ　言って聞かせて
させてみて
ほめてやらねば人は動かじ
話し合い　耳を傾け　承認し
任せてやらねば人は育たず
やっている姿を感謝で見守って
信頼せねば人は実らず

　右上のように、私はこれを
10項目にまとめ、解説を加え
ました。

部下を動かす10の秘訣

　ポイントは、全ての主語が、「部下が」で
はなく、「上司が」である点。私がそう簡単
に人から変えられる存在ではないように、私
だって、そう簡単に人を変えられるはずはあ
りません。それでも、部下の何かを変えたい

と願うのであれば、部下を変えようとするの
ではなく、上司自身が部下に対するアプロー
チを変えることで、結果的に部下に影響を与
えていこうとする方が、効果的であり、主体
的です。
　次号は、OJDについて触れる予定です。
乞うご期待。１年間、どうぞよろしくお願い
いたします。

「失敗をすることは耐えられるが、挑戦し
ないでいることは耐えられないんだ」

（マイケル・ジョーダン）


